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１．はじめに 
• 外出や公共交通機関利用時に困難を抱える
高次脳機能障害者は多数いる 

  

 → 実態調査などの先行研究で明らか： 
– 東京医科歯科大学，脳外傷後遺症実態調査（H16） 
– 名古屋リハ，高次脳機能障害者の在宅ケアニーズ調査（H18） 
– 東京都高次脳機能障害実態調査検討委員会，高次脳機能障害
実態調査（H20） 

– 日本脳外傷友の会，高次脳機能障がい者生活実態調査（H21） 
– 全国失語症友の会連合会，「失語症の人の生活のしづらさに関
する調査」結果報告書（H25） 

etc. 
 
 



• 高次脳機能障害者の在宅ケアニーズ調査報告書 
（H18.2） 
– 名古屋市総合リハビリテーションセンターが実施 
– 期間：H17.7～8，名古屋リハの利用者 
         （当事者活動を含む） 
– 約70%（102名のうち71名）が公共交通機関の利用時に
何かの支援が必要 

– 約27%（同28名）が支援度3（介助）以上の支援が必要 
 ＜支援基準＞ 
  0：自立，1：準備，2：確認・声掛け，3：介助，4：後処理 
 
 
（同報告書から引用） 

 



• 高次脳機能障害実態調査報告書（H20.3） 
– 東京都高次脳機能障害実態調査検討委員会 
– 期間：H20.1，都内の医療機関調査（603個所） 
  と本人調査（198人） 
– 外出に「見守りもしくは介助が必要」な回答者は70%超（本

人調査） 

 
 
 
 

 
同報告書 
より引用 
http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/joho/soshiki/syougai/seishiniryo/oshirase/kouji.html 



• 高次脳機能障がい者生活実態調査報告書，H21 
– 日本脳外傷友の会（全国の当事者、家族の会） 
– 46都道府県の，配布数3,841通、回収数1,715通 
– 日常生活の状況（平成21年） 
  公共交通機関の利用時の自立は37.1%のみ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（同報告書から引用 http://npo-jtbia.sakura.ne.jp/about/pfizer.html ） 



• 失語症の人の生活のしづらさに関する調査，H25 
– 全国失語症友の会連合会（失語症の当事者と家族の会） 
– 47 都道府県、失語症者本人が486 通、家族が432 通 
– 「電車やバスなどの公共交通機関を使って一人で出かける
ことができますか？」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     （同報告書から引用 http://japc.info/japc_12.htm） 

 



• 駅などの放送が分からない時どうするか 
– 「何もしない（出来ない）」が最多で169 人35%もあり、失語症者が外

出する際には事故・災害・交通機関情報を得るための援助が受けら
れる方法を確立しておくことが重要 

全国失語症友の会連合会の調査結果の続き 



全国失語症友の会連合会の調査結果の続き 
• 交通信号、道路標識、トイレ、エレベーター、受付、公衆電話

、非常口、地下鉄、バス、タクシーなどの表示がわかりますか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        （同報告書から引用  http://japc.info/japc_12.htm ） 

 



高次脳機能障害者の支援、訓練 

• 高次脳機能障害者の支援や訓練アプローチ 
– 構造化、作業手順のシーケンシャル化 

• 外出に関する支援や訓練 
– 繰り返し練習 
– 風景写真や地図等の利用 
– （GPSの利用） 

• 外出や公共交通機関利用での構造化？ 
  ・・・＞交通バリアフリー？ 



 高齢者・障害者を対象として交通バリアフリー    
の観点からの様々な実態調査がなされている 

– 高齢者の交通機関とその周辺での不便さ調査報告書 
  （H9， 共用品推進機構） 
– 知的障害者の公共交通機関の利用に関する調査報告書 
  （H14，国交省） 
– 視覚障害者・聴覚障害者等交通情報提供マニュアル作成
のための調査報告書（H15，エコモ財団） 

– 知的障害者、精神障害者、発達障害者に対応したバリアフ
リー化施策に係る調査研究（H20，国交省） 

– 難病患者・内部障害者等の公共交通利用時のニーズに関
する調査（H23，エコモ財団） 

– 認知症者にやさしい公共交通（H28，エコモ財団） 
etc. 



• 高次脳機能障害者を対象とした交通バリアフリーの観
点からの調査は殆ど実施されておらず，詳細は？ 

 
 
  

H20年度とH22，23年度に2件の調査を実施： 
– 障害者の自律移動支援における情報技術利用方法に関する
調査研究の一部として， 

• 当事者、家族の会へアンケート調査（H20） 
http://www.rehab.go.jp/ri/rehabeng/jiritsuidou_hp/indexj.htm 

– 高次脳機能障害者が電車を利用する際の困難さに関する調
査研究（エコモ財団の助成、H23、H24） 

 http://www.ecomo.or.jp/barrierfree/bfjyosei/2011/bfjyosei_2011result_237-4-2.html 
 

   更に今回、踏み込んで 
主に高次脳機能障害者／失語症者とコミュニケーション支援
ボードに関する調査 

  
 
 
 

 



（参考）もう一つの背景：支援機器の開発 
• 支援機器，ナビ，GPSの話題 支援アプリ, etc. 
• PDA：手のひらサイズのパソコン 
• 高次脳機能障害者の支援研究（2002～） 

～記憶障害、注意障害、遂行機能障害、地誌的障害、etc. 
– 共同： （独）高齢・障害者雇用支援機構，明電ソフトウエア(株) 
PDA用支援ソフトを開発､共同研究企業から市販化（2004.7～） 

         
 
 
 
  

 
 
 
 

      PDA（携帯情報端末） 



構造化（時間，場所，行動，方法） 
• 認知リハ、職業リハで利用されてきた方法論 

– 自閉症プログラムなどでも実施 
例：行動と方法の構造化 

• 作業は１つずつシーケンシャル表示 
• ループ作業設定可能（回数をカウント），etc. 

既存機器には無い要素 

場所、行動、方法の構造化の例：手順支援機能 

パチンコ屋の
角を左折する

（voice） 
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活用ケースの紹介 
・ 手順のカテゴリ 
「事務用（消耗品）取扱」「伝票処理」「
Excel」「Word」「PowerPoint」「テプラ」「
PDA」「GPS」「通院」「料理」「折り紙」 

・ 実際の登録手順，100以上 
「月はじめの入力作業法」「GPSマップ

取り込み方法」「祖母宅（までの道順）」「
消火器の使い方」「本結び」「もやい結び
」「クリスマス・リースの折り方」など 

• 加藤僚祐さん，齋藤康太さん，日本脳外傷友の会10周年記念誌 



携帯アプリ／スマホアプリ（無償公開DL） 
http://www.rehab.go.jp/ri/rehabeng/ninchapp/ninchiappj.htm 

• PDAソフトを携帯電話／スマホアプリへ移植＋α 
– 手順支援機能（動画も利用可），スケジュール管理，アラ
ーム，データ編集機能 

 

• 携帯の対応機種 
– NTTドコモのみ，au は未対応，ソフトバンクは試作段階 
– 903シリーズ以降、703シリーズ以降の機種でSDカードと
カメラ機能を有している標準タイプの機種 

 

• スマホ版（Androidのみ対応）も公開中 
※機種によっては動作しない場合があります。インストール
にも工夫が要るので詳細はHPをご参照ください 

 
 



携帯端末，携帯電話ナビ（H17～） 

– 現在地から目
的地までのル
ート表示 

– 『通常モード』と
『防災モード』 

– ルート逸脱時の
警告機能 

 
実際のところの課題： 
・通信網の麻痺  <･･･ 携帯電話が繋がらない 
・パニックになる <･･･ 携帯電話が鳴っても出ない 
【その他にもナビだけでも実利用には課題も数多い】 



試作GPSナビアプリによる基礎的実験 

• スマホ（Android）アプリでの評価実験 



屋内でのナビゲーション（H16） 

• QRコード：2次元コードの一種 
– 紙に印刷してタグとして利用 
– 容量・・・漢字で1,817字 

 

• QRコードリーダ（CFカード型） 
• Socket Communications社製，2DSC5X 

– PDA or 携帯型PCで利用可 
 

• ナビゲーション方式のコンセプト 
– QRコードをランドマークとして利用 
– マップデータ入力はPC入力only 

• MS，Pocket Accessを利用 
– 文字，図，写真，音声，平面地図で提示 
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２．コミュニケーション支援ボード 
• 様々な絵記号，コミュニケーション支援ボードがある 

– コミュニケーション支援用絵記号デザイン原則（JIS T0103） 
http://www.kyoyohin.org/ja/research/japan/jis_t0103.php 
 
 
 
 
 

⇒  ISO 19027: 2016 （絵記号を使用したコミュニケーション支援用ボードの
ためのデザイン原則）でも例示される 

 

– ドロップス（視覚支援シンボル集，ドロップレット・プロジェクト） 
http://droplet.ddo.jp/drops/ 
 

 
 

 

 



（公財）エコモ財団 コミュニケーション支援ボードとデジタル版 

21 



横浜市コミュニケーションボード（鉄道駅用） 
http://www.city.yokohama.jp/me/douro/plan/bf/press/press080327.html 
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ひろしましコミュニケーション支援ボード 
http://www.city.hiroshima.lg.jp/www/contents/1295502560089/index.html 
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（公財）明治安田こころの健康財団コミュニケーション支援ボード 
https://www.my-kokoro.jp/communication-board/ 

24 



NPO法人コミュニケーション・アシスト・ネットワーク(CAN)  
http://www.we-can.or.jp/ から引用 

 
 
 
 
 
 
 

• 主に災害時への対策 
25 



（公財）エコモ財団：色々な取り組み 
• コミュニケーション支援ボード 

– 「～ 知的障害、発達障害、聴覚障害や高齢者、日本語のわからな
い外国人等の ～」 ⇒ 約17,000部配布（H29.4時点） 

－＞ 失語症者も明示的には含まれていない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• らくらくおでかけネット 
• 高齢者・障害者等の公共交通機関不便さデータベース 
• 交通事業者向けバリアフリー教育訓練研修 
• バリアフリー整備ガイドライン 
• 標準案内用図記号，etc. 
 引用：エコモ財団 http://www.ecomo.or.jp/barrierfree/index.html 



エコモ財団の取り組みの続き① 
• コミュニケーション支援ボードデジタル版 
 http://153.150.114.64/comboard/digital/ 

– 平成28年3月～，無償，ブラウザ機能を利用 
– ご案内される方向け，タブレット推奨（画面タッチ） 

 基本会話， 
運行状況 
路線図， 
筆談 
も可能 

様々な外国語に
対応 



エコモ財団の取り組みの続き② 
• コミュニケーション支援ボードデジタル版の続き 

場所 

忘れ物 

サブ画面 
で色の指
定などが 
可能 



エコモ財団の取り組みの続き③ 
• コミュニケーション支援ボードデジタル版の続き 

 
 
 
 
 

    基本会話モード           自由筆記（筆談）も可能 
 
 

– ピクトグラムや文言を自由に編集可能 
– 運行状況や路線図を表示させることも可能 

 
 

 
 
 



エコモ財団の取り組みの続き④ 
• コミュニケーション支援ボードデジタル個人版：マイボード 

http://153.150.114.64/comboard/personal/ 

– 平成29年4月～，無償，ブラウザ機能を利用 
– ご案内を希望される方向け（≒障害当事者など），スマホ推奨 
– 仕様を纏める際に多くの高次脳機能障害者／失語症者／家
族／支援専門職にリクエストなどをヒアリング調査 
 

⇒ タスク管理とコミュニケーション支援 
• 当事者が困っていることを少ないステップで伝える 
• 当事者が今やるべきことを把握し、確認する 
• 支援者が当事者のタスクを素早く把握する 

 



エコモ財団の取り組みの続き⑤ 
• デジタル個人版：マイボードの続き 

 

タスク 
管理 

困ったときの 
コミュニケーション支援 
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３．交通機関利用時の困難さと 
コミュニケーション支援ボードの調査 

• 過去の調査で 
– 公共交通機関利用時に困難を抱える高次脳機
能障害者・失語症者は多数 

 

• 先行研究：絵記号が失語症者にとって有効 
– 林文博：視覚シンボルによるコミュニケーション －失語症者への適応

の可能性について．高知リハビリテーション研究会, 1996 
など 

↑ 但し，多くはPICシンボル，JISの絵記号を対象 
公共交通機関利用時に有効か？ 
・・・> 良く分かっていない， 
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